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1.  平成24年3月期第1四半期の連結業績（平成23年4月1日～平成23年6月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年3月期第1四半期 86,117 △13.7 1,373 △75.5 1,110 △79.1 394 △90.2

23年3月期第1四半期 99,829 37.3 5,618 ― 5,328 ― 4,024 ―

（注）包括利益 24年3月期第1四半期 △2,409百万円 （―％） 23年3月期第1四半期 △7,477百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

24年3月期第1四半期 4.74 ―

23年3月期第1四半期 48.39 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

24年3月期第1四半期 309,606 151,655 48.7
23年3月期 323,928 155,312 47.6

（参考） 自己資本   24年3月期第1四半期  150,707百万円 23年3月期  154,304百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無  

現時点では第２四半期末および期末配当予想額は未定であります。 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

23年3月期 ― 15.00 ― 15.00 30.00

24年3月期 ―

24年3月期（予想） ― ― ― ―

3.  平成24年3月期の連結業績予想（平成23年4月1日～平成24年3月31日） 
（％表示は、通期は対前期、第２四半期(累計)は対前年同四半期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  有  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 180,000 △6.9 5,800 △56.2 5,200 △60.4 3,400 △65.7 40.88
通期 390,000 △0.2 23,000 △14.2 22,000 △18.5 14,500 △20.5 174.36



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  有  

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく
四半期報告書のレビュー手続きを実施しています。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
１．業績予想は、発表日現在入手可能な情報、仮定並びに判断に基づき作成したものであり、実際の業績は、今後の経営環境の変化などにより予想数値と異な
る可能性があります。 
２．配当につきましては、今後の状況を見極め実施の可否及び配当金額を改めて公表させて頂きます。 

4.  その他

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  無

② ①以外の会計方針の変更   ：  無

③ 会計上の見積りの変更   ：  無

④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 24年3月期1Q 83,161,700 株 23年3月期 83,161,700 株

② 期末自己株式数 24年3月期1Q 296 株 23年3月期 296 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 24年3月期1Q 83,161,404 株 23年3月期1Q 83,161,404 株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

  当第１四半期の世界経済は、日本における東日本大震災影響、米国における雇用回復鈍化、欧州における南欧諸

国の財政破綻懸念といった各地域固有の問題が相互に影響し、不透明、不安定な状況が継続しました。とりわけ、

日本では震災、原発事故の影響から景気の大幅な落ち込みを余儀なくされました。 

  このような状況下、世界の自動車販売を見ると、米国では前年同期比で若干の増加となりましたが、欧州ではド

イツ以外の国での販売の落ち込みが顕著となった他、アジアでも自動車販売の伸び率は大きく低下しました。一

方、日本では震災による減産の影響から販売は大きな落ち込みとなりましたが、６月に入って自動車生産の回復基

調が鮮明になってきました。 

  上記のような事業環境の下、当企業グループは震災後も自動車会社各社のニーズに即応できる体制を保持してき

ましたが、欧州を除く各地域で日系自動車会社を中心に部品不足による車の生産、販売不振が顕著となり、当社も

その影響を受けて苦戦を強いられました。当第１四半期の業績は、売上高861億17百万円（前年同期比13.7%減）、

営業利益13億73百万円（前年同期比75.5%減）、経常利益11億10百万円（前年同期比79.1%減）、四半期純利益３億

94百万円（前年同期比90.2%減）となりました。  

  

 セグメント業績は、以下のとおりであります。  

① 日本 

 震災の影響から４月、５月の自動車生産は大幅な減少となり、国内販売台数も大きく落ち込みました。ようやく

６月に入って生産は急速に回復基調となってきましたが、当社業績は自動車会社の減産による影響から、売上高は

187億47百万円と前年同期比34.6%の減収、また営業利益は７億27百万円の損失（前年同期は27億66百万円の利益）

となりました。  

② 米州 

 米州におきましても日本からの部品不足に伴い日系自動車会社を中心に減産を実施した影響を受け、当社売上高

は355億49百万円と前年同期比16.8%の減収となりました。また営業利益は減収に伴い３億33百万円の損失となりま

した（前年同期は１億95百万円の損失）。  

③ 欧州 

 欧州で景気を牽引しているドイツでは自動車販売が好調に推移しましたが、財政不安を抱える南欧では販売は低

迷しました。しかし、ユーロ安を背景にドイツ車の輸出が引き続き好調を維持したことから当社の売上も好調に推

移し、売上高は304億２百万円と前年同期比12.7%の増収、更に営業利益は20億５百万円と前年同期比241.6%の増益

となりました。  

④ アジア 

 域内では総じて日系自動車会社は震災による影響から減産を余儀なくされたほか、国別でも中国における補助金

制度打ち切り、インドにおける金融引締め策などを背景に自動車販売の伸び率は鈍化しました。その結果、当社売

上高は154億96百万円と前年同期比19.8%の減収となりました。また、営業利益も４億３百万円と84.1%の減益とな

りました。 

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

 当第１四半期連結会計期間末の総資産は、3,096億６百万円と、前期末に比して143億22百万円の減少となりまし

た。これは主に、売上の減少に伴う売上債権、現預金残高の減少によるものであります。 

 負債につきましては、同期間末で1,579億50百万円と、前期末に比して106億65百万円の減少となりました。資産

と同様、売上の減少に伴う仕入債務の減少、コマーシャルペーパーの減少が影響しております。 

 純資産につきましては、３億94百万円の四半期純利益を計上したものの、円高の進展による為替換算調整勘定の

減少等により、全体として前期比36億56百万円減少の1,516億55百万円となりました。 

  

１．当四半期決算に関する定性的情報
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（３）連結業績予想に関する定性的情報 

  平成24年３月期の第２四半期連結累計期間及び通期の連結業績予想は、震災の影響により合理的な算定が困難で

あったことから未定としておりましたが、現時点で入手可能な情報、予想等に基づき算定し、公表することと致し

ました。 

  日本の自動車会社は第１四半期の減産を挽回するために第２四半期以降増産に転じることが予想されています

が、一方、中国、インドなど新興国では生産の伸び率が減少する見通しが強まっています。更に、欧米でも失業率

の高止まりや原油価格の上昇が消費に悪影響を及ぼす可能性が出始めているなど、当社を取り巻く事業環境は不透

明な状況にあります。 

  就きましては、このような状況を総合的に勘案して、平成24年３月期の連結業績予想は現時点において下記の通

りと見込んでおります。尚、第２四半期以降の為替レートは１米ドル＝80円、１ユーロ＝110円を前提としており

ます。 

   

   

  

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

 該当事項はありません。  

  

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

 税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。 

なお、法人税等調整額は、「法人税等」に含めて表示しております。 

  

  

  平成24年３月期 連結業績予想  前期比 

 売上高   3,900億円    △0.2% 

 営業利益     230億円  △14.2% 

 経常利益    220億円   △18.5% 

 当期純利益    145億円   △20.5% 

２．サマリー情報（その他）に関する事項
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成23年３月31日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成23年６月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 81,762 78,377

受取手形及び売掛金 65,204 58,851

有価証券 13,700 8,700

たな卸資産 43,831 45,048

その他 20,300 20,645

貸倒引当金 △836 △885

流動資産合計 223,962 210,736

固定資産   

有形固定資産 72,502 71,975

無形固定資産 3,048 2,848

投資その他の資産 24,414 24,046

固定資産合計 99,966 98,870

資産合計 323,928 309,606

負債の部   

流動負債   

買掛金 25,845 20,730

短期借入金 6,908 8,152

コマーシャル・ペーパー 5,000 2,000

1年内返済予定の長期借入金 16,966 15,836

未払法人税等 4,838 2,175

製品保証引当金 14,299 13,569

その他 28,269 28,387

流動負債合計 102,128 90,852

固定負債   

社債 10,000 10,000

長期借入金 36,671 37,021

退職給付引当金 8,104 8,100

役員退職慰労引当金 2,343 2,358

その他 9,368 9,618

固定負債合計 66,487 67,098

負債合計 168,615 157,950
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（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成23年３月31日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成23年６月30日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 41,862 41,862

資本剰余金 42,328 42,328

利益剰余金 103,838 102,985

自己株式 △0 △0

株主資本合計 188,028 187,174

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 4,188 4,089

繰延ヘッジ損益 △26 △22

為替換算調整勘定 △37,579 △40,240

在外子会社の年金債務調整額 △306 △293

その他の包括利益累計額合計 △33,723 △36,467

少数株主持分 1,008 948

純資産合計 155,312 151,655

負債純資産合計 323,928 309,606
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
（四半期連結損益計算書） 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年６月30日) 

売上高 99,829 86,117

売上原価 82,609 72,676

売上総利益 17,219 13,440

販売費及び一般管理費 11,601 12,066

営業利益 5,618 1,373

営業外収益   

受取利息 166 287

受取配当金 49 64

その他 245 182

営業外収益合計 460 534

営業外費用   

支払利息 296 271

為替差損 255 395

その他 198 129

営業外費用合計 750 797

経常利益 5,328 1,110

特別損失   

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 75 －

特別損失合計 75 －

税金等調整前四半期純利益 5,253 1,110

法人税等 1,210 732

少数株主損益調整前四半期純利益 4,042 378

少数株主利益 18 △16

四半期純利益 4,024 394

タカタ株式会社（7312）　平成24年３月期　第１四半期決算短信

- 6 -



（四半期連結包括利益計算書） 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年６月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 4,042 378

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △1,331 △99

繰延ヘッジ損益 98 3

為替換算調整勘定 △10,323 △2,704

在外子会社の年金債務調整額 36 13

その他の包括利益合計 △11,519 △2,787

四半期包括利益 △7,477 △2,409

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △7,450 △2,349

少数株主に係る四半期包括利益 △26 △59
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 該当事項はありません。  

  

  

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年６月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（注）１．セグメント利益（営業利益）の調整額△76百万円には、セグメント間取引消去△58百万円、及びのれん償

却△18百万円が含まれております。 

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

３．各報告セグメントに属する主な国は、下記のとおりであります。 

米州・・・米国、ブラジル、メキシコ 

欧州・・・ドイツ、オランダ、ルーマニア、ポーランド、チェコ 

アジア・・・中国、フィリピン、タイ、韓国、インド  

  

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。  

  

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自平成23年４月１日 至平成23年６月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（注）１．セグメント利益（営業利益）の調整額25百万円には、セグメント間取引消去43百万円、及びのれん償却

△18百万円が含まれております。 

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

３．各報告セグメントに属する主な国は、下記のとおりであります。 

米州・・・米国、ブラジル、メキシコ 

欧州・・・ドイツ、オランダ、ルーマニア、ポーランド、チェコ 

アジア・・・中国、フィリピン、タイ、韓国、インド  

  

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。  

  

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）セグメント情報

  
日本 

（百万円） 
米州

（百万円）
欧州

（百万円）
アジア

（百万円）
計

（百万円）

調整額 
（百万円） 
（注）１ 

四半期連結損益
計算書計上額 
（百万円） 
（注）２ 

売上高               

(1）外部顧客への売上高  19,783  39,236  25,762  15,046  99,829  －  99,829

(2）セグメント間の内部

売上高又は振替高 
 8,876  3,478  1,208  4,267  17,830 (17,830)  －

  計  28,660  42,715  26,971  19,313  117,659 (17,830)  99,829

セグメント利益又はセグメ

ント損失（△） 
 2,766  △195  587  2,537  5,695  △76  5,618

  
日本 

（百万円） 
米州

（百万円）
欧州

（百万円）
アジア

（百万円）
計

（百万円）

調整額 
（百万円） 
（注）１ 

四半期連結損益
計算書計上額 
（百万円） 
（注）２ 

売上高               

(1）外部顧客への売上高  11,755  32,367  28,880  13,112  86,117  －  86,117

(2）セグメント間の内部

売上高又は振替高 
 6,991  3,182  1,521  2,383  14,078 (14,078)  －

  計  18,747  35,549  30,402  15,496  100,196 (14,078)  86,117

セグメント利益又はセグメ

ント損失（△） 
 △727  △333  2,005  403  1,348  25  1,373
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 該当事項はありません。  

  

  

 該当事項はありません。  

  

   

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

（６）重要な後発事象
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